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地域福祉計画・地域福祉活動計画策定 

第４回策定委員会 

〈会議要録〉 

日時：令和２年２月 27日（木） 

午後６時 30 分～ 

場所：南房総市三芳保健福祉センター 

２階 大会議室 

 

１ 開 会 

 ・事務局・社会福祉課相川課長が開会を宣言した。 

 

２ 挨 拶 

・青木委員長より挨拶があった。（内容は省略。） 

 

３ 議 題 

○パブリックコメントについて 

・事務局より、資料を基に説明が行われた。（内容は省略。） 

委員からの意見等はなかった。 

 

委員長：質疑がないようなので質疑を終了する。パブリックコメントへの回答を、事務局

の提案のとおり決定してもよろしいか。  

（異議なし） 

委員長：ではそのように決定する。 

 

 ○南房総市地域福祉計画・地域福祉活動計画最終案について 

・事務局より、資料を基に説明が行われた。（内容は省略。） 

委員からの意見等はなかった。 

 

委員長：質疑がないようなので質疑を終了する。最終案について事務局の提案のとおり決

定してもよろしいか。 

（異議なし） 

委員長：ではそのように決定する。 

 

 ○答申について 

・事務局より、資料を基に説明が行われた。（内容は省略。） 

委員からの意見等はなかった。 

 

委員長：質疑がないようなので質疑を終了する。答申について事務局の提案のとおり決定

してもよろしいか。 
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（異議なし） 

委員長：ではそのように決定する。 

 

４ その他 

 ・事務局より以下のとおり連絡があった。 

① 答申について、３月２日（月）青木委員長から市長へ渡す予定である。 

② 計画書と概要版の配布について、承認をいただいた計画書を製本し、計画書と概要

版の作成をする。納品され次第、委員の皆さまに郵送させていただく。この計画を

広く市民の皆さま、関係機関へ周知することが重要だと考えている。必要部数をご

連絡いただき、集まる機会があれば皆さまにご説明いただきたい。 

 

柳委員：P．43の生活支援コーディネーターの配置について説明をお願いしたい。 

事務局：生活支援コーディネーターとは、国が進めている生活支援体制整備事業である。その

中で、各地区等に地域の困りごとや、課題解決の為の調整役となる生活支援コーディネ

ーターを配置している。社会福祉協議会が市からの委託を受けて、７地区の地域福祉サ

ポートセンターに配置している職員がそのコーディネーターを兼務し、課題の検討や協

議をする組織をつくり、その調整役を行っている。今後を見据えると、この調整役は職

員だけでは手が足りないので、本来は地域の方から出ていただき、地域のことを地域の

方自らが解決していくことが理想の形である。各地区から３名程度選出し、地域の人の

力で課題を解決していただけるよう、この計画に盛り込んでいる。 

加藤委員：この計画書は各戸配布をしないのか。 

事務局：そこまでは考えていない。 

加藤委員：必要部数の要望提出の周知はどのように考えているのか。 

事務局：具体的なことは今後検討するが、行政連絡協議会、民生委員児童委員協議会で説明し、

そこから委員の方に呼びかけていただきたいと考えている。 

加藤委員：地域を担当する民生委員には必ず渡るということか。 

事務局：概要版をお渡ししたいと考えている。 

 

 ○事務局、保健福祉部朝倉部長より挨拶があった。 

 一昨年の 10月から計４回お世話になりました。皆さま方からご意見やパブリックコメン

トをいただき、市にとって有意義で重要な計画が出来たと考えております。深く感謝申

し上げます。今後はこの計画が絵に描いた餅にならないよう、市として社会福祉協議会

と協力しながら、この施策を一つ一つ丁寧に進めて参りたいと考えております。その際

は、委員の皆さま方のご理解やご協力が重要だと考えておりますので、計画の実行段階

においてもご協力をお願い申し上げまして、感謝の言葉とさせていただきます。長い期

間ありがとうございました。 

 

 ○社会福祉協議会、渋谷会長より挨拶があった。 

   計画書の P．103 に記載がありますが、平成 30 年の第１回策定委員会からスタートした
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計画づくりですが、これまで策定委員の方々、各種福祉団体ならびに関係者の皆さま

方にそれぞれの立場からご意見をいただき、誠にありがとうございました。お礼申し

上げます。何より、作業部会ならびに事務局の皆さまには、これまでの会議に必要な

様々な資料の作成や下準備をしていただきありがとうございました。おかげさまで今

回をもちまして完成の運びとなりました。しかし計画づくりはあくまでも手段であり、

目的はその先にあるので、計画の推進や進行管理が重要だと思っております。P．93に

記載がありますが、PDCA のマネジメントサイクルをいかに受け止めて実行するかが重

要だと思っております。社協としても様々な地域福祉に関する事業を推進して参りた

いと思っております。今後とも宜しくお願い申し上げます。簡単ではありますが、お

礼の言葉とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

５ 閉 会 

・事務局・社会福祉課相川課長より閉会の挨拶があった。 

 

以 上 


